
 
お店のチラシコンクール二次作品提出票         ２００３．３．  ．提出  
学校名：熊本市立西原小学校  
学年組またはグループ名：６年３組  

クライアントの依頼内容と記載事項・条件等：  
 お店、働く人などのよいところを記載し、見た人が、お店に行きたいなあと思う新聞

を作成する。  
作品のタイトル：貝印石油新聞  
作品の説明：  
 クラスで総合的な学習の時間に取り組んだ

「新聞で商売繁盛プロジェクト」で作成。  
 １つのお店を１人で担当し、取材交渉から

新聞作成まで、新聞づくりのプロの方から、

見出しのつけかたなどのアドバイスをいただ

きながら、ひとりで行った。  
 

作品データ： wakitasinbun 
データファイル名  
制作期間：６ヶ月  
使用した機材：パソコン、デジカメ  
使用したソフトウェア（メーカー）  
 ハイパーキューブネットジュニア  
     （スズキ教育ソフト）  
 ホームページビルダー（ＩＢＭ）  
 アクロバット（アドビ）  

制作者の感想：  
 このガソリンスタンドで働く人は、赤い服を身に着けています。わたしは、この色が

カジオ貝印石油で働いている人によく似合うと思いました。しっかり、休む間もなく働

いているからです。一生けん命に、しかめっ面などしないで、笑顔で働いている人ばか

りで、すごくいいお店だなぁと思いました。  
 取材は、難しいな～と思いました。敬語を使うこと、話をしっかり聞きながらメモを

することなどやったことのないような難しいことをしなくてはいけないからです。これ

からいろんな人に話を聞く時、今回学んだことを生かしいか頑張りたいと思います。  
 この新聞を読んでお客さんが増えるといいなあ。   

 


